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　地方公共団体を取り巻く財政状況が大変厳しい中で、合併後のまち

づくりや新総合振興計画を実効性のあるものとするためには、従来に増

して簡素で効率的な行財政運営に向けて体質の強化が求められています。

このため、町民へのサービス水準を維持しながら経営感覚に立脚した行

財政改革を推し進めていく必要があります。 

　町では、次の基本目標により、町民の皆さんの理解と協力を得ながら町

議会と連携し、総力を挙げて行財政の更なる改革に取り組みます。 

改革の必要性 

具 体 的 推 進 事 項  

未来に羽ばたくまちを目指して 
（町の鳥「白鳥」） 

１　行政運営の確立 
推　　進　　事　　項 

事務事業評価の導入 

新たな人事評価制度導入 

定員管理の適正化 

職員の能力向上と意識改革 

公共施設の統一した管理運営 

組織機構の見直し 

改　　　　善　　　　内　　　　容 

事務事業評価システムの研修会開催、事務事業評価委員会等の設置を基に実施する 

㈱倉石地域振興公社の経営健全化 経営改善計画を策定し、経営の健全化を図る 

税の収納率向上 滞納整理を強力に進め、収納率向上に努める 

公用車の見直し 公用車の稼働状況を把握し、台数の削減を図る 

弔慰や見舞の見直し 対象者および金額の見直しを実施する 

議員の行政視察の見直し 行政視察先等を見直し、経費節減を図る 

五戸台地の不耕作地解消 不耕作地への斡旋等を図り、営農団地確立を目指す 

国の公務員制度改革に合わせ、能力・実績を重視した人事評価制度の 
導入を図り、職員の能力開発を積極的に推進し、総合的な人材育成に努める 

消防団の分団統合等の推進 分団数の過多、団員数の定数割れ傾向を踏まえ、分団の統合を消防団本部
と検討し、計画素案を策定のうえ、町民の理解に努める 

行政事務の簡素効率化、組織機構の合理化、事務事業の民間委託等を推
進し、定員適正化計画（平成１７年３月策定）に基づく減員を図り、定員の
適正化に努める 

※ 

指定管理者制度の導入 

民間事業者等のノウハウを活用し、効果的かつ効率的な管理運営を図る 
ため、平成１８年４月１日から指定管理者制度を導入する 
小渡平公園ビジターセンター、五戸町デイサービスセンター、倉石温泉、 
五戸町農産物直売施設（ふれあい市）、ひばり野公園等 

公務員は全体の奉仕者であるとの意識の周知と徹底を図る 
・コスト意識の徹底 
・接遇の徹底 
・人材育成基本方針による年次的な研修計画の策定 

１７か所ある施設の使用料（減免割合、町外利用者）や休館日等を見直し、
町民の理解を得る 

課の統合や民営化等を実施する 
・課の統合および分庁の本庁への統括を平成１９年４月１日から実施 
・倉石分庁舎を平成２０年４月１日に廃止 
・中市幼稚園と又重幼稚園を平成１７年４月１日に廃止 
・倉石学校給食センターを平成１７年４月１日に廃止 
・学校給食センターの調理業務等の民間委託を平成１９年４月１日から実施 
・保育所の統合または民間移譲を平成１９年４月１日を目途に実施 
・訪問看護業務を平成１９年４月１日に民間移譲 
・健診センターを総合病院へ平成１８年４月１日に統合 
・各種委員会の定数等の見直し 

上水道、公共下水道および農業
集落排水施設への加入促進 

上水道、公共下水道および農業集落排水施設への加入を促進し、加入率向
上に努める 



２　町民サービスの向上 

　町では、これまでも行財政改革を進めてきましたが、厳しさを 
増す行財政環境に的確に対応し一層の改革を推進するため、町行 
財政改革推進委員会(宮一雄委員長)の意見なども踏まえ、「新五戸町 
行財政改革大綱」を平成17年１月に策定しました。 
　この新大綱の概要についてお知らせします。 

　更なる町民福祉・町民サービスの向上を目指すと
ともに、自主自立のまちづくりを着実に進めていく
ための安定した行財政運営体制の構築を図ります。 

（１）推進期間 
平成17年度から平成21年度までの５か年 

（２）改革の視点 
・自己決定、自己責任のもとでの行財政運営の推進 
・町民サービスを向上するための取り組みの強化 

・町民との協働のまちづくりの推進 
・成果及びスピード・スリム・コストの重視 
・財源の確保と効率的な財政運営の確立 

（３）基本方針 
・行政運営の確立 
・町民サービスの向上 
・町民との協働のまちづくりの推進 
・財政運営の健全化 

基 本 目 標  

小学校統合の検討・大綱案策定 

３　町民との協働のまちづくりの推進 

※指定管理者制度 
　住民利用施設など、地方自治法に基づく「公の施設」の管理に関して、従来の公共的団体等への「管理委託制度」
　に代わり、地方公共団体が指定する民間事業者等（指定管理者）に管理を行わせる制度 

児童数の減少傾向を踏まえ、小学校の統合を検討し、大綱素案を策定する 

　各小学校の児童数 
小学校名 

年　　度 

平成１６年度 ５５３ ５５ 

４２５ ５９ 

９４ 

６８ 

１２２ 

１０３ 

５３ 

４１ 

７６ 

５２ 

７５ 

５４ 

５０ 

４０ 

６７ 

５３ 

１，１４５ 

８９５ 平成２２年度 

五
　
戸 

蛯
　
川 

切
谷
内 

上
市
川 

豊
間
内 

南 

石
　
沢 

中
　
市 

又
　
重 

計 

４　財政運営の健全化 

財政運営計画の策定 

財政運営計画を継続的に見直し、収支均衡の取れた（基金に頼らない） 
財政運営を目指す 
平成１７年度から５年間で、一般会計９億４，３００万円を削減する 
・人件費の抑制　　　　　　　　　　　　　　　４億２，２００万円 
・物件費の削減　　　　　　　　　　　　　　　１億７，６００万円 
・負担金・補助金等の整理統合および見直し　　３億２，５００万円 
・投資的事業の抑制　　　　　　　　　　　　　　 ２，０００万円 
・遊休地の処分等 

推　　進　　事　　項 改　　　　善　　　　内　　　　容 

推　　進　　事　　項 改　　　　善　　　　内　　　　容 

推　　進　　事　　項 改　　　　善　　　　内　　　　容 

推　　進　　事　　項 改　　　　善　　　　内　　　　容 

五戸総合病院事業経営の健全化 病院事業経営健全化計画による経営の健全化を図る 

町民協働ネットワークの構築 町民活動のネットワーク化と支援拠点整備を図る 

行政情報の提供 

電子自治体化を推進 

総合振興計画等について、ホームページや広報等の活用によるまちづくり
の具体的な事業や施策を情報提供する 

まちづくり基本条例の制定 住民と行政の協働のまちづくりを展開していくための基本理念を明らかに
し、効果的なまちづくりを進めるための原則を定める条例を制定する 

インターネットを利用した電子申請・届出システムの運用、公共施設の 
予約や例規集の検索等、可能な事務の電子自治体化を推進する 
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１
月
13
日
、
三
戸
地
方
健
康

福
祉
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
の
一
柳
一

朗
所
長
が
高
橋
正
之
教
育
長
を
訪

れ
、「
空
気
ク
リ
ー
ン
ス
テ
ッ
カ
ー
」

の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
昨
年
４
月
か
ら
町
内

の
全
小
中
学
校
が
敷
地
内
全
面
禁

煙
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
に
対

し
、
県
が
「
空
気
ク
リ
ー
ン
施
設
」

と
し
て
認
定
し
た
も
の
で
、
ス
テ

１
月
15
日
、
約
30
人
の
町
民
か

ら
成
る
五
戸
町
民
健
康
ラ
ジ
オ
体

操
の
会
（
塚
原
實
敬
会
長
）
が
発

足
し
ま
し
た
。
今
後
は
週
１
回
程

度
集
ま
っ
て
ラ
ジ
オ
体
操
を
行
う

ほ
か
、
ハ
イ
キ
ン
グ
や
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。
塚
原
さ
ん
は
「

ラ
ジ
オ

体
操
を
し
て
、
健
康
で
い
き
い
き

と
し
た
生
活
を

の
輪
を
町
全
体

に
広
げ
、
町
民
憲
章
の

心
と
体

を
き
た
え
健
康
で
明
る
い
町
を
つ

く
る

こ
と
の
一
助
に
な
れ
ば
。」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ラジオ体操でさわやかな汗を流す会員

食の文化伝承店　ミートプラザ尾形
いちおしメニュー「桜鍋」

食の文化伝承隊
柿本　俊子さん

空気クリーンステッカーを受けとる
高橋教育長（左）

将来いいお父さんになれそうです

ッ
カ
ー
は
校
舎
内
の
見
え
る
場
所

に
掲
示
さ
れ
、
受
動
喫
煙
防
止
を

ピ
ー
ア
ー
ル
し
ま
す
。

学
校
施
設
で
は
八
戸
市
に
次
い

で
２
番
目
、
三
戸
郡
で
は
初
の
認

定
で
あ
り
、
高
橋
教
育
長
は
「
こ

の
趣
旨
を
踏
ま
え
て
、
町
民
の
理

解
と
協
力
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

上
市
川
小
学
校
で
１
月
19
日
、

５
・
６
年
生
を
対
象
と
し
た
思
春

期
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
五
戸
総
合
病
院
助
産

師
の
旭
岡
康
子
さ
ん
が
講
話
し
、

二
次
性
徴
や
妊
娠
・
出
産
の
仕
組

み
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

続
い
て
児
童
た
ち
は
、
人
形
を

使
っ
て
赤
ち
ゃ
ん
の
沐も

く

浴よ
く

を
体

験
。
保
健
師
や
教
師
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
、
慣
れ
な
い
手
つ
き
な

が
ら
も
真
剣
な
様
子
で
体
を
拭
い

て
あ
げ
た
り
服
を
着
せ
て
あ
げ
た

り
し
て
い
ま
し
た
。

t

命
の
大
切
さ
学
ぶ

●
問
い
合
わ
せ
先

ラ
ジ
オ
体
操
の
会
事
務
局

竹
洞
兼
雄

℡
77
│

２
０
３
２

健
康
で
い
き
い
き

し
た
生
活
を

こ
の
ほ
ど
、
地
域
の
優
れ
た
伝
統
料
理
を
次
世
代

へ
引
き
継
ご
う
と
県
が
行
っ
た
「
あ
お
も
り
食
の
文

化
伝
承
財
普
及
拡
大
事
業
」
に
お
い
て
、
五
戸
町
の

馬
肉
料
理
が
「
食
の
文
化
伝
承
財
」
の
ひ
と
つ
と
し

て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
優
れ
た
技
術
保
持
者
で
地
域
へ
積
極

的
な
伝
承
活
動
を
行
う
「
食
の
文
化
伝
承
隊
」
と
し

て
柿
本
俊
子
さ
ん
（
中
ノ
沢
）
が
、
地
域
な
ら
で
は

の
伝
統
料
理
が
食
べ
ら
れ
る
「
食
の
文
化
伝
承
店
」

と
し
て
馬
肉
専
門
店
の
ミ
ー
ト
プ
ラ
ザ
尾
形
（
尾
形

良
蔵
代
表
取
締
役
）
が
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

柿
本
さ
ん
は「
自
分
に
務
ま
る
か
不
安
だ
っ
た
が
、

今
で
は
料
理
講
習
会
を
開
く
の
が
楽
し
み
。
馬
肉
料

理
の
ほ
か
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
郷
土
料
理
を
紹
介
で

き
れ
ば
。」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。



式典無事終了…実行委員の皆さん、お疲れさまでした

案
し
た
記
念
品
―
倉
石
特
産
の
「
紅
玉
」
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
ボ
ト
ル
に
入
っ
た
五
戸
の
地
酒

「
菊
駒
」
―
が
、
三
浦
町
長
か
ら
新
成
人
に
贈

ら
れ
ま
し
た
。
新
成
人
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ

し
た
稲
本
さ
ん
は
「
一
生
勉
強
、
一
生
青
春
」

と
、
二
十
歳
の
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

こ
の
後
行
わ
れ

た
祝
賀
パ
ー
テ
ィ

ー
で
は
、
お
世
話

に
な
っ
た
人
た
ち

か
ら
の
ビ
デ
オ
レ

タ
ー
が
披
露
さ

れ
、
会
場
を
沸
か

せ
て
い
ま
し
た
。

に
な
り
、
大
人
と
し
て
一
歩
を
踏

み
出
し
た
こ
と
で
、
気
持
ち
を
入

れ
か
え
生
活
し
て
い
く
こ
と
を
期

待
し
ま
す
。」
と
激
励
し
ま
し
た
。

こ
の
後
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が

大
き
い
声
で
自
分
の
決
意
を
発
表

し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
ど
、
五
戸
・
川
内
・
倉

石
各
中
学
校
で
立
志
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
う
ち
五
戸
中
学
校

で
は
、
２
年
生
１
３
５
人
が
式
に

臨
み
、
将
来
の
夢
や
希
望
の
実
現

に
向
け
て
決
意
表
明
し
ま
し
た
。

佐
々
木
薫
子
さ
ん
、
軽
米
翔
吾

君
、
古
川
綾
香
さ
ん
、
鳥
谷
部
悟

嗣
君
の
４
人
が
決
意
文
を
発
表
。

太
田
昭
徳
校
長
が
「
伝
統
を
引
き

継
ぎ
、
新
し
い
校
風
を
担
う
こ
と

と
努
め
を
果
た
す
こ
と
、
精
進
と

活
躍
を
期
待
す
る
。」
と
式
辞
を

述
べ
ま
し
た
。
続
い
て
「
先
輩
か

ら
」
と
し
て
前
生
徒
会
長
の
川
村

研
二
君
が
「
一
人
ひ
と
り
が
リ
ー

ダ
ー
と
な
る
の
で
、
進
ん
で
学
校

行
事
を
し
ま
し
ょ
う
。
最
上
級
生

r

１
月
９
日
に
町
立
公
民
館
で
行

わ
れ
た
五
戸
町
成
人
式
。
合
併
後

初
と
な
る
今
年
の
成
人
式
は
、
五

戸
地
区
と
倉
石
地
区
の
新
成
人
２

２
２
人
が
一
堂
に
集
っ
て
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

五
戸
町
成
人
式
は
平
成
12
年
度

か
ら
「
行
政
主
体
で
は
な
く
、
自

分
た
ち
で
つ
く
る
成
人
式
を
」と
、

新
成
人
か
ら
成
る
実
行
委
員
会
が

企
画
運
営
す
る
形
を
と
っ
て
い
ま

す
。
今
回
は
稲
本
真
子
さ
ん
が
５

代
目
実
行
委
員
長
を
、
中
村
幸
恵

さ
ん
、
若
松
香
さ
ん
、
上
村
諭
さ

ん
、
丸
谷
匡
慶
さ
ん
の
４
人
が
実

行
委
員
を
務
め
ま
し
た
。

式
典
で
は
「
五
戸
・
倉
石
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
＝
共
同
製
作
）」

の
テ
ー
マ
で
実
行
委
員
会
が
考

決意文を発表する鳥谷部悟嗣君

･･･

記念品も新成人自ら考案



●
皆
さ
ん
の
作
品
を
「
文
芸
ご
の
へ
」
に
発
表
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

川
柳
・
短
歌
な
ど
の
区
別
を
明
記
し
、
総
務
課
広
報
係
へ
。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

福
田
　
梨
絵
　
（
上
大
町
）

恵
　
　
　
女
　
（
川
原
町
）

幸
　
　
　
子
　
（
ひ
ば
り
野
）

か
　
　
　
く
　
（
天
満
後
）

芳
　
　
　
実
　
（
中
道
十
文
字
）

禮
　
　
　
子
　
（
地
蔵
平
）

マ
　
サ
　
子
　
（
豊
間
内
）

実
　
　
　
（
新
蔵
長
根
）

花
　
　
　
絵
　
（
新
　
丁
）

英
　
　
　
子
　
（
愛
宕
下
タ
）

晴
　
　
　
天
　
（
苗
代
沢
）

悦
　
　
　
子
　
（
下
モ
沢
向
）

友
　
　
　
子
　
（
沢
　
向
）

丸
　
　
　
子
　
（
竹
　
原
）

さ
　
ざ
　
え
　
（
大
学
沢
）

雪
　
　
　
魚
　
（
川
原
町
）

鳥
谷
部
せ
ぬ
　
（
ひ
ば
り
野
）

類
家
　
清
美
　
（
菖
蒲
川
）

藤
村
　
ナ
ヲ
　
（
鍛
冶
屋
窪
）

橘
　
ミ
ネ
子
　
（
北
市
川
）

a
嶋
　
春
松
　
（
野
　
月
）

原
　
は
つ
ゑ
　
（
上
市
川
）

田
代
十
志
男
　
（
上
市
川
）

a
谷
　
ト
ヨ
　
（
上
大
町
）

u

Ｑ
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な
く
て
も
、

保
険
料
を
払
う
の
？

Ａ
介
護
保
険
は
支
え
合
い
の
制
度
で
す
。
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
に
か
か
わ
ら
ず
、
原
則
40
歳
以

上
の
人
は
全
員
支
払
い
ま
す
。

Ｑ
住
ん
で
い
る
地
域
に
よ
っ
て
保
険
料
が
違
う

の
は
な
ぜ
？

Ａ
保
険
料
は
、
そ
の
市
町
村
で
か
か
る
介
護
サ

ー
ビ
ス
費
用
な
ど
に
基
づ
い
て
決
ま
る
た
め
、

保
険
料
額
も
違
っ
て
き
ま
す
。

Ｑ
年
金
か
ら
の
差
し
引
き
で
は
な
く
、
自
分
で

保
険
料
を
納
め
た
い
の
で
す
が
？

Ａ
年
金
受
給
者
の
介
護
保
険
料
は
、
年
金
の
受

給
額
に
よ
っ
て
納
め
方
が
法
律
で
決
め
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
、
納
め
方
を
個
人
で
選
択
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

Ｑ
介
護
保
険
料
は
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に

な
る
の
？

Ａ
介
護
保
険
料
は
、
確
定
申
告
の
際
に
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
し
て
認
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
な
お
、
年
金
か
ら
差
し
引
か
れ

た
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
本
人
の
み
控
除
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

役
場
介
護
保
険
課

℡
62
│

７
９
５
６
（
直
通
）



●１月の診療科別患者数

※　入院 =毎日24時現在の在院患者延数＋毎日の退院者数　（ ）＝昨年度同期

外　科 内　科 産婦人科 眼　科 小児科 耳鼻科 整形外科 脳外科 

外　来 

入　院 

外　来 

入　院 

4,150

（ 4,556） 
3,112

（ 3,192） 
43,332

（45,983） 
31,383

（29,826） 

623

（ 726） 
541

（ 554） 

1,810

（ 2,529） 

6,880

（ 7,345） 
5,257

（ 5,629） 
5,021

（ 6,724） 

902

（ 1,080） 
26

（ 28） 
190

（ 221） 
10,446

（11,071） 
323

（ 382） 

347

（ 128） 
32

（ 0） 
 2,845

（ 1,371） 
321

（ 0） 

694

（ 533） 
0

（ 0） 
6,620

（ 6,636） 
0

（ 0） 

1,737

（ 1,824） 
447

（ 967） 
19,954

（20,674） 
6,257

（ 6,088） 

678

（ 599） 
565

（ 716） 
7,092

（ 6,756） 
5,909

（ 6,593） 

皮膚科 
226

（ 215） 
0

（ 0） 
2,252

（ 2,623） 
0

（ 0） 

9,854

（ 10,208） 
4,913

（ 5,678） 
104,678

（108,088） 
51,024

（ 52,142） 

計 

患者数 

４月か
らの延
患者数 

　　　　診療科 
区分 

 
 

497

（ 547） 

y

新
井
田
修
久 

医
師
名 

内
　
　
　
科 

外
　
　
　
科 

産
婦
人
科 

小
　
児
　
科 

整
形
外
科 

脳
神
経
外
科 

眼
　
　
　
科 

皮
　
膚
　
科 

（
循
環
器
） 

（
糖
尿
病
） 

診
　
療
　
科 

副
院
長 

愛
川
　
俊
信 
科
　
長 

矢
田
部
宏
一 

副
医
長 

對
馬
　
清
人 

副
医
長 

東
山
　
明
弘 

非
常
勤 
三
浦
　
昌
人 

大
根
田
　
昭 

非
常
勤 

蝦
名
　
宣
男 

院
　
長 

渡
部
　
秀
一 

医
療
局
長 

原
田
　
昭
彦 

副
医
長 

田
中
　
直
樹 

非
常
勤 

井
戸
川
敏
彦 

副
院
長 

笹
野
　
拓
也 

科
　
長 

（
弘
前
大
学
） 

非
常
勤 

三
上
　
靖
隆 

科
　
長 

（
弘
前
大
学
） 

非
常
勤 

深
瀬
　
栄
一 

科
　
長 

小
林
　
貴
樹 

非
常
勤 

袴
田
真
理
子 

非
常
勤 

非
常
勤 

丸
屋
信
一
郎 

袴
田
真
理
子 

佐
々
木
　
亮 

（
東
北
大
学
） 

職
　
名 

　水
曜
日
の
午
後 

　木
曜
日 

　第
１
・
３
火
曜
日 

　（
科
長
） 

　第
２
・
４
金
曜
日 

　金
曜
日
〜
土
曜
日 

　（
医
療
技
術
局
長
） 

　火
〜
水
曜
日 

　火
曜
日 

　水
曜
日 

　木
曜
日 

　金
曜
日 

　木
曜
日 

備
　
　
　
考 

耳
　
　
鼻
　 

い
ん
こ
う
科 地

域
総
合
医
療
の
拠
点
に
　

五
戸
総
合
病
院

※
曜
日
ご
と
の
外
来
診
療
に
あ
た
る
医
師
名
は
、
各
科
外
来
受
付
に
表
示
し
て
あ
り
ま
す
。

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

災 害 の 程 度  金 額  

死 亡 し た 場 合  

実治療日数 

１８０日以上 

実治療日数 
９０日以上 
１８０日未満 

入院１８０日以上含む 

入院９０日以上含む 

実治療日数６０日以上９０日未満 

実治療日数３０日以上６０日未満 

実治療日数１０日以上３０日未満 

実 治 療 日 数 １０ 日 未 満  

入院９０日以上 
１８０日未満含む 

入院９０日未満 
または入院なし含む 

入院９０日未満 
または入院なし含む 

１，０００，０００円 

１５０，０００円 

１３０，０００円 

１１０，０００円 

８０，０００円 

６０，０００円 

４５，０００円 

３５，０００円 

２５，０００円 

２０，０００円 

１
日
１
円
で
大
き
な
補
償 

　
増
え
続
け
る
交
通
事
故
。
も
し
、
あ
な
た
や
あ
な
た
の
家
族
の
方
が

交
通
事
故
に
遭
っ
た
ら
…
…
。 

　
１
日
１
円
で
家
族
の
安
心
を
。 

　
現
在
、
交
通
災
害
共
済
に
加
入
し
て
い
る
方
は
、
３
月
31

日
で
期
間

が
満
了
し
ま
す
。 

　
町
で
は
、
自
治
会
を
通
じ
て
加
入
申
込
書
を
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
加
入
す
る
方
や
４
月
か
ら
新
し
く
加
入
す
る
方
、
ぜ
ひ
家
族

そ
ろ
っ
て
加
入
す
る
よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。 

▼
共

済

期

間
　
４
月
１
日
か
ら
１
年
間 

▼
会
費
（
掛
金
）　
年
額
３
５
０
円
。
た
だ
し
、
児
童
生
徒
な
ど
が
各
施

設
や
学
校
で
団
体
加
入
し
た
場
合
は
３
０
０
円
で
す
。 

▼
申
し
込
み
方
法
　
会
費
（
掛
金
）
を
添
え
て
、
各
自
治
会
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
役
場
総
務
課
　
　
℡
62
―
２
１
１
１
　
内
線
２
１
４ 

共 済 見 舞 金 



o

●
申
し
込
み
期
間

平
成
17
年
３
月
３
日（
木
）か
ら

平
成
17
年
３
月
31
日（
木
）ま
で

※
申
し
込
み
に
必
要
な
書
類
は
、

教
育
委
員
会
に
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
学
務
課

℡
62
│

２
１
１
１
内
線
５
１
４

青
森
県
交
通
事
故
相
談
所
で

は
、
平
成
17
年
４
月
１
日
付
で
弘

前
支
所
と
八
戸
支
所
を
廃
止
し
、

青
森
本
所
に
一
元
化
し
ま
す
。
こ

れ
に
伴
い
相
談
時
間
を
延
長
し
、

日
を
決
め
て
行
っ
て
い
た
巡
回
相

談
を
相
談
者
と
日
程
を
調
整
し
て

行
う
移
動
相
談
に
変
更
し
、
県
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

●
４
月
か
ら
の
相
談
日
時

毎
週
月
か
ら
金
曜
日
（
土
・

日
・
祝
祭
日
は
休
み
）

相
談
時
間
は
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

●
問
い
合
わ
せ
先

青
森
市
長
島
１
丁
目
１
│

１

青
森
県
庁
舎
北
棟
１
階

青
森
県
交
通
安
全
相
談
所

℡
０
１
７
│

７
３
４
│

９
２
３
５

●
採
用
予
定
人
員

２
人

●
採
用
基
準

お
お
む
ね
50
歳
ま
で
の
心
身
と

も
に
健
康
な
者
で
、
医
療
請
求

事
務
経
験
者
ま
た
は
保
険
請
求

事
務
技
能
検
定
合
格
者

●
勤

務

日

月
12
日
間
（
午
前
８
時
15
分
か

ら
午
後
５
時
ま
で
）

●
雇
用
期
間

平
成
17
年
４
月
か
ら

平
成
18
年
３
月
ま
で

●
賃
　
　
金

日
額
　
５
、
３
０
０
円

（
雇
用
保
険
あ
り
）

●
申
し
込
み
期
間
　

平
成
17
年
３
月
14
日（
月
）か
ら

平
成
17
年
３
月
18
日（
金
）ま
で

●
申
し
込
み
方
法
　

役
場
住
民
課
備
え
付
け
の
申
込

書
・
履
歴
書
を
住
民
課
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先
　

役
場
住
民
課
国
保
班

℡
62
│

２
１
１
１

内
線
１
１
７
・
１
１
８

労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険
と

雇
用
保
険
を
併
せ
た
呼
び
方
で

す
。
労
働
保
険
は
政
府
が
管
理
・

運
営
し
て
い
る
強
制
的
な
保
険
で

あ
り
、
原
則
と
し
て
労
働
者
を
１

人
で
も
雇
っ
て
い
れ
ば
適
用
事
業

と
な
り
、
そ
の
事
業
主
は
労
働
保

険
の
成
立
手
続
き
を
行
い
、
労
働

保
険
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

●
労
災
保
険
と
は

労
働
者
が
仕
事
中
や
通
勤
途
上

で
ケ
ガ
を
し
た
り
、
仕
事
が
原

因
で
ケ
ガ
や
病
気
に
な
っ
た

り
、
死
亡
し
た
場
合
に
受
給
で

き
ま
す
。

●
雇
用
保
険
と
は

労
働
者
が
失
業
し
て
仕
事
を
探

し
て
い
る
場
合
、
仕
事
が
み
つ

か
る
ま
で
の
一
定
期
間
、
生
活

の
保
障
を
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

・
労
災
保
険
に
つ
い
て

八
戸
労
働
基
準
監
督
署

℡
46
│

３
３
１
１

・
雇
用
保
険
に
つ
い
て

八
戸
公
共
職
業
安
定
所

℡
22
│

８
６
０
９

町
で
は
、
平
成
17
年
４
月
に
高

等
学
校
ま
た
は
大
学
な
ど
に
進
学

す
る
生
徒
・
学
生
を
対
象
に
「
平

成
17
年
度
五
戸
町
奨
学
生
」
を
募

集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格

・
本
町
に
住
所
を
有
す
る
者

・
高
等
学
校
ま
た
は
大
学
に
在
学

す
る
者
の
保
護
者

・
学
生
は
人
物
、
性
行
お
よ
び
学

業
成
績
が
優
良
で
、
健
康
な
者

・
生
計
上
の
理
由
に
よ
り
、
学
資

負
担
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
者

●
募
集
人
員
、
貸
与
額

・
大
学
・
短
大
・
専
門
学
校

20
名

月
額
６
万
円
以
内

・
高
等
学
校
　
　
　
　
　
　
５
名

月
額
２
万
円
以
内

●
貸
与
期
間

在
学
期
間
内
（
休
学
・
留
年
期

間
内
は
除
く
）

●
貸
与
利
子
　
　
　
　
　
無
利
子

●
償
還
期
間

貸
与
終
了
月
の
１
年
後
の
月
か

ら
と
し
、
貸
与
を
受
け
た
期
間

の
２
倍
の
年
月
以
内
。



蛯川駐在所 

上市川駐在所 

五戸警察署 

倉石駐在所 

浅水駐在所 
手倉橋 

高山 

又重 

石沢 

中市 

扇田 

豊間内 

切谷内 

上市川 

五戸町 

▲ 

「みんなでつくろう　安全・安心の町」 
五戸警察署  �６２－３２４１ 

交通事故多発地帯 

454

4

4

五戸町管内犯罪等発生マップ（平成16年中） 
事 件 発 生 件 数 

上市川地区　11件 
かっぱらい　　３件 
自販機ねらい　２件 
空き巣　　　　１件 
恐喝　　　　　１件 
器物損壊　　　１件 
自動車盗　　　１件 
車上ねらい　　１件 
建造物侵入　　１件 

中 市 地 区　４件 
空き巣　　　　２件 
器物損壊　　　１件 
色情盗　　　　１件 

石 沢 地 区　７件 

豊間内地区　15件 
自販機ねらい　４件 
器物損壊　　　３件 
さい銭ねらい　２件 
車上ねらい　　１件 
空き巣　　　　１件 
自転車盗　　　１件 
恐喝　　　　　１件 
色情盗　　　　１件
かっぱらい　　１件 

扇 田 地 区　５件 
かっぱらい　　１件 
空き巣　　　　１件 
自販機ねらい　１件 
バイク盗　　　１件 
その他　　　　１件 

浅 水 地 区　４件 
車上ねらい　　２件 
自販機ねらい　１件 
空き巣　　　　１件 

自販機ねらい　１件 
建造物侵入　　１件 
自動車盗　　　１件 
空き巣　　　　１件 
その他　　　　３件 

切谷内地区　７件 
忍込み　　　　２件 
かっぱらい　　２件 
器物損壊　　　１件 
野荒し　　　　１件 
部品ねらい　　１件 

蛯 川 地 区　10件 
自販機ねらい　２件 
建造物侵入　　２件 
空き巣　　　　２件 
脱衣場ねらい　１件 
自転車盗　　　１件 
かっぱらい　　１件 
その他　　　　１件 

旧五戸町内　42件 
器物損壊　　　９件 
車上ねらい　　７件 
万引き　　　　４件 
自転車盗　　　４件 
バイク盗　　　３件 
忍込み　　　　２件 
自動車盗　　　２件 
かっぱらい　　２件
部品ねらい　　２件 
詐欺　　　　　２件 
出店荒し　　　１件 
脱衣場ねらい　１件 
恐喝　　　　　１件 
建造物侵入　　１件 
その他　　　　１件 

又 重 地 区　１件 
さい銭ねらい　１件 

至　槍沢 

至　向平 

町　道 

（町道） 

至　新山尻 至　菖蒲川 

空き地 

交通死亡事故の状況 

車上ねらい 11

10

15

11

9

6

3

5

かっぱらい 

器物損壊 

空き巣 

自転車盗 

さい銭ねらい 

建造物侵入 

自動販売機ねらい 

万引き 4

4

3

4

4

3

2

2

忍込み 

部品ねらい 

バイク盗 

恐喝 

色情盗 

脱衣場ねらい 

自動車盗 

2

1

1

6

106

詐欺 

その他 

合　　　　　　計 

出店荒し 

野荒し 

もうだまされない！ 
「振り込め詐欺」被害をなくそう！ 
 　特　徴 
・被害者の４割が４０～５０代女性 
・「オレオレ」と名乗るケースから、「本人の代理」
と名乗るケースが増加（警察官を名乗る…４割） 

・示談金や借金返済が８割以上 
 　必ず覚えて欲しいこと 
・警察や弁護士が電話で振り込みを要求すること
はない。 

・緊急を要する示談金などもない。 
・本人の確認が最優先。確認が取れるまで振り込
みは絶対にしない。 

平成１６年２月２１日　２３：４５ 
五戸町大字倉石中市字小渡 
飲酒運転の普通乗用車がカーブで
路外逸脱、 
立木に衝突 

平成１６年８月１７日　１０：００頃 
五戸町大字倉石中市字小渡 
フォークリフトが転倒し、運転者
下敷き 

平成１６年９月６日　１８：２０ 
五戸町大字切谷内字蟹沢 
原付バイクが緩い下り坂で転倒 

平成１６年１０月２８日　１８：２０ 
五戸町字石仏 
普通乗用車が歩行中の女性に衝突 

（主要地方道） 

至　正場沢 至　上市川 

i



健康なあなたと
私にできること

●町民カレンダーと合わ
せてご利用ください。

●行事についての問い合わせ
ＴＥＬ62 ―2111 五戸町役場

相談は無料です

■ 6 日（日）五戸町消防団初午
8 ：00観閲 栄町通り

■ 6 日（日）フットベースボール交流大会
9：00～　五戸ドーム

■12日（土）読み聞かせ講習会
13：30～　町図書館

■13日（日）町長杯争奪ソフトボール大会
決勝大会

9：00～　五戸ドーム

■10日（木）倉石地区健康相談
13：00～15：00 保健福祉センター（倉石）

■11日（金）あすなろ教室
13：00～17：00 町立公民館

■13日（日）行政相談
13：00～17：00 倉石温泉

■22日（火）行政相談
10：00～15：00 倉石コミュニティセンター

■24日（木）浅田地区健康相談
13：00～15：00 役場浅田支所

■健康相談
3日（木） 13：00～15：00
17日（木） 町立公民館児童室

■交通事故相談（八戸支所）
毎週月曜日から金曜日
9：00～16：00 県八戸合同庁舎２階

■交通事故巡回相談所
8日（火） 10：00～15：00
28日（月） 八戸市市民相談室

!1

五戸町交通安全対策協議会　五戸警察署 

青森県交通対策協議会 

＊（　）内は前年比。累計は１月から。速報値のため後日変更することがあります。 

年累計 １月中 

発
　
生 

死
　
者
　
の
　
状
　
態 

死
　
者 

傷
　
者 

飲酒運転に 
よ る 死 者 

自動車乗車 
中 の 死 者 

高齢者の死者 
～65歳以上の人～ 

シ
ー
ト
ベ
ル
ト 

非着用死者 

着用していれ 
ば助かったと 
思われる人 

（平成17年） 

850件 
（＋ 77） 

850件 
（＋ 77） 

5人 
（－ 2） 

5人 
（－ 2） 

1,102人 
（＋100） 

1,102人 
（＋100） 

2人 
（＋2） 

1人 
（－1） 

4人 
（＋2） 

2人 
（ 0 ） 

0人 
（－2） 

平
成
17
年
４
月
以
降
は
、
当
座

預
金
や
利
息
の
つ
か
な
い
普
通
預

金
は
「
決
済
用
預
金
」
と
し
て
全

額
保
護
さ
れ
、
定
期
預
金
や
利
息

の
つ
く
普
通
預
金
な
ど
は
、
１
金

融
機
関
に
つ
き
預
金
者
１
人
当
た

り
、
元
本
１
千
万
円
ま
で
と
そ
の

利
息
が
保
護
さ
れ
ま
す
。
具
体
的

に
ど
の
預
金
が
「
決
済
用
預
金
」

に
該
当
す
る
か
な
ど
の
詳
細
は
、

金
融
機
関
窓
口
な
ど
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

東
北
財
務
局
青
森
財
務
事
務
所

総
務
課

℡
０
１
７
│

７
２
２
│

１
４
６
１

「
フ
ラ
ッ
ト
35
」
は
、
住
宅
金

融
公
庫
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
民

間
金
融
機
関
の
長
期
固
定
金
利
の

住
宅
ロ
ー
ン
で
す
。

○
最
長
35
年
間
の
長
期
固
定
金
利

○
融
資
限
度
額
最
高
５
千
万
円

○
保
証
料
０
円
、
繰
上
返
済
手
数

料
０
円

○
住
宅
の
質
を
確
保

○
中
古
住
宅
取
得
も
対
象

●
問
い
合
わ
せ
先

住
宅
金
融
公
庫
東
北
支
店

フ
ラ
ッ
ト
35
ほ
っ
と
ラ
イ
ン

℡
０
２
２
│

２
２
７
│

５
５
５
４

住
宅
金
融
公
庫
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.jyukou.go.jp/

大
字
上
市
川
字
大
谷
地
27
│

１

田
　
　
　
１
３
９
２
㎡

同
　
所

32
│

１

田
　
　
　
１
５
３
２
㎡

同
　
所

33

田
　
　
　
１
５
１
６
㎡

大
字
扇
田
字
姥
坂
18
│

２

田
　
　
　
１
６
５
３
㎡

大
字
扇
田
字
大
白
沢
１
│

１

田
　
　

９
０
０
㎡

大
字
扇
田
字
寺
沢
前
29

田
　
　
　
１
９
０
７
㎡

●
申
し
込
み
期
限

平
成
17
年
３
月
23
日
（
水
）

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

農
業
委
員
会
事
務
局

℡
62
│

２
１
１
１

内
線
４
３
２

■成分献血
23日（水）役場倉石支所
24日（木）役場
予約制となっていますので希望
する方は役場保健衛生課献血担
当係（内線274）まで



!0

犬
の
散
歩
を
し
て
い
る
人
の
一

部
に
、
シ
ャ
ベ
ル
な
ど
を
携
帯
し

て
い
て
も
フ
ン
の
処
理
を
し
て
い

な
い
人
が
い
る
た
め
、
宅
地
や
歩

道
な
ど
に
犬
の
フ
ン
が
よ
く
見
ら

れ
ま
す
。
環
境
保
全
、
悪
臭
防
止

の
た
め
に
も
、
犬
の
散
歩
を
す
る

と
き
は
必
ず
フ
ン
処
理
の
準
備
を

し
、
後
片
付
け
を
し
ま
し
ょ
う
。

美
し
い
ま
ち
は
、
一
人
ひ
と
り

の
行
動
か
ら
生
ま
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

役
場
保
健
衛
生
課

℡
62
│

２
１
１
１
内
線
２
７
４

県
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
交

通
安
全
意
識
を
高
め
、
悲
惨
な
交

通
事
故
を
防
止
す
る
た
め
に
、
交

通
安
全
教
育
用
の
視
聴
覚
教
材
を

貸
し
出
し
て
い
ま
す
。
教
材
は
、

ビ
デ
オ
、
16
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
、
パ

ネ
ル
が
あ
り
、
幼
児
・
小
学
生
向

け
か
ら
、
運
転
者
や
高
齢
者
向
け

の
も
の
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
左
記
へ
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
方
法

・
直
接
来
庁
し
借
用
申
し
込
み
を

す
る
。

教
材
は
そ
の
場
で
お
渡
し
し
ま

す
。

・
郵
便
、
電
話
な
ど
で
借
用
申
し

込
み
を
す
る
。

教
材
を
宅
急
便
で
送
り
ま
す
。

（
送
料
は
申
し
込
み
者
の
負
担

と
な
り
ま
す
。）

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

〒
０
３
０
│

８
５
７
０

青
森
市
長
島
１
丁
目
１
│

１

青
森
県
庁
舎
北
棟
７
階

青
森
県
県
民
生
活
政
策
課

交
通
安
全
対
策
グ
ル
ー
プ

℡
０
１
７
│

７
３
４
│

９
２
３
２

例
年
３
月
は
、
名
義
変
更
・
廃

車
・
住
所
変
更
な
ど
の
手
続
き
で

陸
運
支
局
お
よ
び
事
務
所
の
窓
口

は
大
変
混
雑
し
ま
す
。
特
に
３
月

中
旬
か
ら
は
、
待
ち
時
間
が
長
く

て
申
請
者
の
皆
さ
ん
に
ご
不
便
を

お
か
け
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

手
続
き
は
、
な
る
べ
く
３
月
上
旬

ま
で
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
３
月
下
旬
は
車
検
も
大

変
集
中
し
ま
す
。
車
検
は
１
か
月

前
か
ら
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
早
め
に
済
ま
せ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

最
近
、
登
録
事
項
等
証
明
書
を

悪
用
し
た
組
織
的
な
自
動
車
盗
難

事
件
や
自
動
車
検
査
証
の
不
正
な

再
交
付
申
請
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
犯
罪
防
止
の
た
め
、
窓
口
に

お
い
て
身
分
確
認
（
自
動
車
運
転

免
許
証
な
ど
）
を
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

東
北
運
輸
局
青
森
運
輸
支
局

八
戸
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所

℡
20
│

３
１
６
１

乳
幼
児
の
定
期
予
防
接
種
は
生

後
３
か
月
か
ら
90
か
月
ま
で
に
で

き
ま
す
が
、「
病
気
が
は
や
っ
て

い
な
い
の
で
、
予
防
接
種
は
も
う

必
要
な
い
の
で
は
？
」
と
い
う
考

え
は
疑
問
で
す
。

子
ど
も
は
発
育
と
と
も
に
外
出

の
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
保
育

所
や
幼
稚
園
、
小
学
校
に
入
る
ま

で
に
は
予
防
接
種
で
免
疫
を
つ

け
、
伝
染
病
に
か
か
ら
な
い
よ
う

に
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
小
学
校
４
年
生
時
に
は

日
本
脳
炎
の
２
期
、
小
学
校
６
年

生
時
に
は
二
種
混
合
の
２
期
が
そ

れ
ぞ
れ
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
母
子

手
帳
を
確
認
し
、
未
接
種
が
あ
れ

ば
早
め
に
予
防
接
種
を
受
け
ま
し

ょ
う
。

な
お
、
平
成
17
年
４
月
か
ら
、

Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
の
対
象
者
が
生

後
６
か
月
未
満
に
改
正
さ
れ
ま

す
。
ま
だ
未
接
種
の
48
か
月
未
満

の
対
象
者
は
、
忘
れ
ず
に
接
種
し

ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
先

役
場
保
健
衛
生
課

℡
62
│

７
９
５
８
（
直
通
）

自
動
車
所
有
者
に
は
毎
年
、
自

動
車
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

自
動
車
税
は
、
原
則
と
し
て
運

輸
支
局
の
自
動
車
登
録
に
基
づ
い

て
課
税
さ
れ
、
納
税
通
知
書
は
登

録
さ
れ
て
い
る
住
所
に
よ
っ
て
皆

さ
ん
に
送
ら
れ
て
い
ま
す
。

引
っ
越
し
な
ど
で
住
所
が
変
わ

っ
た
と
き
、
住
所
の
変
更
登
録
が

遅
れ
る
と
納
税
通
知
書
が
手
元
に

届
か
ず
、
県
税
事
務
所
に
返
送
さ

だ
よ
り

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
納
税
通
知
書
に
は
車
検

の
際
に
必
要
な
納
税
証
明
書
の
用

紙
も
同
封
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
に
は
忘
れ

ず
に
自
動
車
の
住
所
変
更
登
録
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

八
戸
県
税
事
務
所
納
税
課

℡
27
│

５
１
１
１

内
線
２
０
５
〜
２
０
７

先
月
発
行
し
た
広
報
五
戸
１
月

号
３
ペ
ー
ジ
の
善
行
章
受
章
者
、

今
川
善
男
さ
ん
の
住
所
が
誤
っ
て

い
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び
し
て
訂

正
し
ま
す
。

誤
　
石
　
沢

正
　
中
　
市



ま
っ
た
く
不
明
」と
付
け
加
え
た
。

﹇
川
原
町
の
吉
﹈

江
戸
末
期
の
こ
と
、
川
原
町
に

工
藤
吉
と
い
う
百
姓
が
あ
っ
た
。

こ
の
町
は
五
戸
で
も
一
番
古
い
町

で
、
宿
場
街
と
し
て
知
ら
れ
た
。

吉
は
相
撲
好
き
で
、
小
柄
で
は
あ

に
さ
れ
て
油
出
の
喜
光
庵
に
埋
葬

さ
れ
た
と
い
う
。

昭
和
四
年
、
吉
の
子
金
蔵
の
孫

嫁
が
死
亡
し
た
と
き
、
吉
の
骨
壷

が
出
土
。
再
び
こ
の
墓
に
埋
め
ら

れ
た
。
百
四
十
年
以
上
も
前
の
話

で
あ
り
、
親
族
で
す
ら
知
る
人
は

少
な
い
。

に
ぎ
や
か
な
草
相
撲
の
影
に
は

悲
劇
の
人
物
も
あ
っ
た
こ
と
は
、

案
外
忘
れ
ら
れ
て
い
る
。

﹇
五
戸
の
星
取
り
﹈

大
正
の
中
ご
ろ
、
松
尾
由
雄
が

中
心
と
な
っ
て
天
狗
倶く

楽ら

部ぶ

と
い

う
星
取
り
を
楽
し
む
グ
ル
ー
プ
が

作
ら
れ
た
。
こ
れ
が
五
戸
相
撲
協

会
設
立
の
発
端
と
な
る
。
天
狗
倶

楽
部
は
数
人
の
娯
楽
に
と
ど
ま
ら

ず
、
五
戸
地
方
か
ら
の
力
士
輩
出

を
切
望
し
、
応
援
し
て
い
た
。

数
年
が
過
ぎ
、
町
の
壮
年
層
か

ら
天
狗
に
負
け
る
な
と
の
声
が
上

が
り
、
鈴
木
栄
一
郎
ら
が
中
心
と

﹇
五
戸
の
千
鳥
ケ
浜
﹈

五
戸
観
音
堂
の
福
寿
院
に
相
撲

取
り
の
墓
が
あ
る
と
い
う
の
で
訪

ね
て
み
た
。墓
標
に
は
千
鳥
ケ
浜
、

俗
名
千
鳥
川
寅
蔵
、
行
事
高
瀬
万

太
郎
、
と
び
小
頭
、
佐
々
木
忠
右

ェ
門
、
木
村
丑
泉
兵
衛
、
天
保
五

年
三
月
二
十
三
日
、
石
工
、
○
山

久
之
亟
作
、
相
撲
世
話
役
願
主
小

角
力
連
中
、
○
川
市
右
衛
門
、
片

男
波
源
蔵
。

こ
の
墓
の
持
ち
主
を
聞
い
た

が
、
知
る
人
も
な
い
ま
ま
数
年
過

ぎ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
上
大

町
の
角
浜
兼
男
さ
ん
（
故
人
）
が

「
狐
森
北
の
戸
田
正
宅
の
先
祖
が

千
鳥
ケ
浜
を
世
話
し
、
こ
の
地
で

死
亡
。
戸
田
家
で
こ
の
墓
石
を
建

て
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
」
と
語

り
、「
天
保
五
年
と
い
え
ば
百
七

十
年
前
に
当
た
る
。
戸
田
家
の
先

祖
は
明
治
に
消
防
小
頭
（
現
在
の

分
団
長
）
を
務
め
、
地
方
の
顔
役

と
い
わ
れ
た
。
素
性
に
つ
い
て
は

っ
た
が
草
相
撲
で
は
強
い
方
だ
っ

た
。あ

る
年
、
八
戸
で
相
撲
大
会
が

あ
っ
た
。
そ
の
と
き
吉
は
、
八
幡

嶽
と
い
う
力
士
と
対
戦
し
た
。
結

果
、
吉
が
勝
ち
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と

な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
負

け
た
八
幡
嶽
は
悔
し
が

り
「
必
ず
仇
を
取
っ
て

や
る
」
と
江
戸
の
大
相

撲
に
入
門
。
二
年
の
修

行
を
積
み
、
再
び
八
戸

に
帰
っ
て
き
た
。

翌
年
、
八
戸
で
開
か

れ
た
相
撲
大
会
で
八
幡

嶽
と
吉
は
再
び
顔
を
会

わ
せ
た
。
仇
と
思
っ
て

猛
稽
古
を
積
み
、
負
け

る
も
の
か
と
取
り
組
ん

だ
八
幡
嶽
。
投
げ
る
か

と
思
っ
た
ら
転
が
さ
な

い
で
、
体
の
骨
を
折
っ

て
再
起
で
き
な
い
よ
う

に
し
て
し
ま
っ
た
。
一

心
不
乱
に
稽
古
を
積
み
重
ね
、
絶

対
の
自
信
を
付
け
た
八
幡
嶽
に
は

歯
が
立
た
な
か
っ
た
ら
し
い
。

吉
は
五
戸
に
運
ば
れ
、
し
か
湯

温
泉
ま
で
馬
に
乗
っ
て
行
き
治
療

を
始
め
た
が
、
と
う
と
う
治
ら
な

い
ま
ま
そ
の
土
地
で
病
死
。
火
葬

町の人口

（前月対比）

男　１０,３４３人（－１）

女　１１,０４５人（－９）

総人口２１,３８８人（－10）

世帯数１６,８８４世帯（＋１）

平成17年２月１日現在

Ｎｏ.121

!2この広報紙は古紙配合率100％の再生紙を使用しています

な
っ
て
鞍く
ら

馬ま

会
を
結
成
。

そ
れ
ら
の
人
々
が
中
心
と

な
っ
て
「
天
空
」（
松
尾

医
院
グ
ル
ー
プ
）
・
「
天

馬
」（
産
馬
組
合
職
員
）

を
誕
生
さ
せ
て
、
星
取
り

会
は
各
地
で
行
わ
れ
た
。

相
撲
協
会
が
生
ま
れ
た
の

は
昭
和
九
年
九
月
八
日
。
初
代
会

長
に
は
松
尾
由
郎
を
選
出
し
、
五

戸
小
学
校
校
庭
に
土
俵
を
造
っ
て

土
俵
開
き
を
行
っ
た
。
天
狗
倶
楽

部
は
こ
の
大
会
に
優
勝
旗
を
贈
っ

て
後
援
し
た
。

昭
和
十
四
年
、
松
尾
由
雄
五
回

忌
の
香
典
返
し
と
し
て
金
一
封
を

五
戸
小
学
校
へ
寄
贈
。
五
戸
小
学

校
で
は
そ
れ
を
基
金
と
し
て
学
校

裏
に
屋
根
の
つ
い
た
相
撲
場
を
設

立
。
八
月
の
完
成
を
祝
っ
て
十
八

日
神
士
相
撲
大
会
を
開
い
た
。

五
戸
町
文
化
財
審
議
委
員

三
浦
　
榮
一

五戸小学校にできた最初の相撲場と当時の６年生（昭和14年）

川原町にある工勝吉の墓


